
漁　　港 242 34,194,563 240 32,497,839 95 228

漁港海岸 11 35,568,708 11 25,892,990 58 3

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 70,262,151 253 58,889,709 76 233
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（H29再調査決定額）

率
（％）

平成30年10月31日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、76％となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            （平成30年10月31日現在）
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１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体

感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつく復興を推進する取組みです。 

   ＜アワビの水揚げが始まりました＞ 
 

                      ＜広田湾大漁まつりが開催されました＞                   

 11月3日に県内トップを切って大船渡市内の
赤崎と末崎の2地区でアワビの口揚げがありま
した。 
 大船渡管内の11月の単価は10kgあたり10万
1,300円で、昨年より3万691円高い結果と
なっていますが、11月13日現在、大船渡地区
の水揚は約3トンで、11月の予定数量の約1割
に留まっています。 
 昨年の漁期中(11～12月)の水揚量は18トン
で、震災後のH24年以降最低の水揚量でしたが、
本漁期も厳しいスタートとなりました。 
   

 10月28日に、陸前高田市広田漁港で「広田湾
大漁まつり」が開催されました。 
 広田湾の新鮮な海の幸が提供される本イベント
は、震災後では4回目を迎えました。 
 今年も、水産物の販売の他、カキ汁のお振舞い、
カキむきや鮭つかみ取りの体験などが行われ、特
に鮮魚コーナーは大人気で、午前中に完売となり
ました。 
   
  



　　　漁協や漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

30,265 4,664,146 21,028 4,252,056 41,929 4,409,862 144 110 72 106

平成30年 平成29年
震災前

（H20～H22の平均)
前年比

（H30/H29)

水産物荷捌き施設 大船渡市漁業協同組合（12月着工予定）

(１)　共同利用施設等の復旧状況

施設名 事 業 主 体

平成30年度

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（平成30年1月1日から10月末累計）

事業年度

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 

｢さけの子さっちゃん｣は、 
大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 
        E-mail:BG0004@pref.iwate.jp 

＜高田高校水産業現場体験（水産加工編）＞ 
 
  

 出典：いわて大漁ナビ 
  

 平成30年1月から10月までの水揚量は、昨年の約1.4倍、震災前の約7割でした。主な水揚
げ魚種は、サンマ(12,321トン、2,224,623千円)、イサダ(5,885トン、629,072千円)、
マイワシ(5,341トン、270,860千円)などでした。サンマの10月末までの水揚量は、昨年の
2.2倍、震災前の約7割でした。また、サケの10月末までの水揚量は、昨年の約４割、震災前
の約３割でした。 
 

• さっちゃんNEWS part2 

 11月15日に、高田高校海洋システム
科１年生９名が水産業の現場を体験しま
した。職業の選択に役立ててもらうこと
を目的として、H28年から県と陸前高田
市の共催で開催しているもので、今年は
阿部長食品㈱大船渡食品加工場で水産加
工を体験しました。 
 工場見学のあと、当日水揚げされたサ
ンマを選別機に並べる作業の他、レトル
ト加工品のラベル貼りや箱詰めなどの作
業を行いました。 

 また、商品開発担当者から、商品開発
の流れについて説明いただき、市場調査な
どの綿密なマーケティングが重要であるこ
とを学びました。           
 11月下旬には定置網船の乗船や市場水
揚げなどの生産現場を体験する予定です。 


